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行事予定  ※26 日～翌月 25 日までの予定を掲載しています 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定の行事が変更・中止となることがございます。 

 

月 日 行 事 内 容 場  所 時 間 

 28(土) 
こまどり保育園 閉園式 こまどり保育園 10:30～ 

青年ふれあい塾「BBQ 講習会」 室根市民センター 10:00～13:00 

30(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

 6(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

11(土) 室根バイパスクリーン作戦 道の駅むろね(集合･解散)  8:00～9:00 

12(日) 室根山 山開き 室根山  9:00～12:00 

13(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

16(木) ノルディックウォーキング教室 室根町内 10:00～12:00 

18(土) 
熱気球係留体験搭乗会 in むろね 室根野球場  6:30～9:00 

室根で夜桜（桜のライトアップ） 

【飲食出店】18日…16:00～21:00 

      19日…17:00～21:00 

室根野球場 桜並木 18:30～21:00 

19(日) 
第３回室根ヒルクライム 室根町内  8:00～13:00  

20(月) 健康増進グループ 百歳体操 室根市民センター 10:00～12:00 

23(木) ノルディックウォーキング教室 室根町内 10:00～12:00 

25(土) 室根まちづくり協議会総会 佐福会館 16:00～ 
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【編集後記】  

日差しも春らしくなり、山開き、桜のライトアップなど春

ならではのイベントが始まります。みなさんもぜひ、春を感

じにお出かけください！        （Ｔ.Ｋ） 

ふ れ あ い
 一関市体育協会では、室根地域で４月から始まる

教室について４月１日から参加者を募集します。 

３
月 

４
月 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
２

本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
、
上
半
身
も
使
う
た
め
全
身
運
動
の

効
果
が
あ
り
ま
す
。 

日 

程
：
４
月
16
日(

木)

、
23(

日)(

木)

、
30(

日)(

木) 

５
月
８
日(

金)

、
14
日(

木) 

時 

間
：
10
時
00
分
～
12
時
00
分 

会 
場
：
室
根
町
内(

雨
天
時
：
室
根
屋
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト) 

定 

員
：
15
名 

登
山
を
す
る
際
の
基
礎
知
識
を
座
学

と
実
際
の
登
山
を
通
し
て
学
び
ま
す
。 

日 

時
：
①
５
月
15
日(

金)

10
時
00
分
～
12
時
00
分 

②
５
月
22
日(

金)

９
時
00
分
～
14
時
00
分
頃 

③
５
月
29
日(

金)

９
時
00
分
～
14
時
00
分
頃 

会 

場
：
①
室
根
体
育
館 

研
修
室(

座
学
※
必
修) 

 
 

 
 

②
・
③
蟻
塚
公
園 

定 

員
：
15
名 

※
①
の
座
学
を
受
講
で
き
る
方 

 

両
教
室
と
も
４
月
１
日(

月)

か
ら
受
付
開
始
と
な
り
ま
す
。 

参
加
費
500
円
を
教
室
初
日
ま
で
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

詳
細
・
お
申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は 

室
根
体
育
館
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
６
４-

２
６
１
１
） 

一
関
ヒ
ロ
セ
ユ
ー
ド
ー
ム
（
電
話
：
３
１-

３
１
１
１
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３-

２
１
０
８
） 

ま
た
はG

o
o
g
le

フ
ォ
ー
ム(

二
次
元
コ
ー
ド)

に
て
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

３
月
14
日(

土)

室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
第
78
回
全
国
優
良
公
民
館
文
部

科
学
大
臣
表
彰
受
賞
の
祝
賀
会
を
行
い
ま
し
た
。 

80
名
が
出
席
と
、
多
方
面
か
ら
多
く
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
あ
た

た
か
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

初
心
者
の
た
め
の 

登
山
教
室 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 
 

 

教
室 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
の 

二
次
元
コ
ー
ド
は
コ
チ
ラ
！ 

初
心
者
の
た
め
の
登
山
教
室
の

二
次
元
コ
ー
ド
は
コ
チ
ラ
！ 

【一関市スポーツ協会】 

教室開催のお知らせ 

たくさんの方にご出席いただきました！ 

平
成
19
年
10
月
以
来
２
回
目
の
受
賞
で
あ
り
、「
地
域
住
民
の
た
め
に

実
生
活
に
即
す
る
教
育
・
学
術
及
び
文
化
に
関
す
る
事
業
を
行
い
教
養
の

向
上
、
健
康
の
増
進
、
情
操
教
育
の
純
化
を
図
り
、
生
活
文
化
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
目
的
の
も
と
行
わ
れ
て
い
る
市

民
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
お
い
て
、
今
回
の
表
彰
で
は
平
成
３
年
度
よ
り
継

続
さ
れ
て
い
る
「
青
年
ふ
れ
あ
い
塾
」
の
活
動
、
そ
し
て
「
室
根
と
愉
快

な
仲
間
た
ち
」
の
取
り
組
み
が
特
色
あ
る
事
業
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
感

謝
し
、
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
一
同
、
今
後
も
地
域
の
皆
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
盛
り
上
げ
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

▲祝謡               ▲お祝いメッセージ 

▼室愉会による馬ダンス「室根で夜桜(桜のライトアップ)」でも披露します！     

☆皆さん本当にありがとうございました！ 
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短歌 ～佐藤 知男 選～ 

川
柳 

～
内
田 
正
好 

選
～ 

俳
句 

～
村
上 

群
青 

選
～ 

文
芸
（
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
） 

26

25

 

 「ふれあい」文芸コーナーでは、投稿作品を募集しています。毎月 25 日が締切りとなっておりますので、

郵送もしくは室根市民センターへ直接お持ちください。 

 選者による添削ののち、選ばれた句が翌号に掲載となります。【例：4/25 締切分→6/1発行号掲載】 

皆さんの投稿をお待ちしております！ 

入
賞
し
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 
一
般
販
売
は
限

定

10

冊
と
な
っ

て
お
り
、
貴
重
な

本
で
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
ど

う
ぞ
お
早
め
に
ご

購
入
く
だ
さ
い
！ 

 ２
月
22
日(

日)

13
区
女
性
学
級
で
は
「
ま
ち
を
巡
っ
て
地
域

に
ふ
れ
る
」
を
テ
ー
マ
に
遠
野
市
で
移
動
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

と
お
の
物
語
の
館
で
は
語
り
部
に
よ
る
民
話
を
体
験
し
、
遠

野
市
立
博
物
館
で
は
昔
か
ら
の
暮
ら
し
や
文
化
の
ほ
か
、
民
話

伝
承
の
歴
史
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。 

 

眠
ら
ず
に
夜
が
更
け
る
ま
で
話
し
て
た 

あ
の
日
あ
の
時
君
と
二
人
で 

勉
強
を
出
来
る
日
々
と
は
短
く
て 

自
分
の
為
に
今
す
る
べ
き
だ 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

裸
木
に
白
無
垢
の
花
咲
か
せ
お
り 

訪
う
人
も
な
く
雪
は
降
り
つ
ぐ 

ガ
ラ
ス
戸
を
真
っ
赤
に
染
め
て
夕
映
え
は 

望
み
抱
き
て
闇
へ
と
変
る 

矢
越 

小
山 

冨
子 

 

今
居
な
い
飼
い
猫
の
写
真
見
返
し
て 

音
楽
聞
け
ば
想
い
あ
ふ
れ
て 

 
 
 
 
 
 

 
 

津
谷
川 

佐
藤 

可
奈 

 

雪
消
え
て
自
転
車
漕
げ
ば
陽
射
し
よ
り 

風
の
冷
た
さ
目
に
沁
み
に
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

折
壁 

雷 

風 
 

鹿
よ
け
の
赤
い
テ
ー
プ
を
張
り
し
田
に 

キ
ジ
と
カ
ラ
ス
が
遊
び
お
り
た
り 

去
年
と
は
だ
い
ぶ
違
う
と
思
い
つ
つ 

テ
レ
ビ
を
ま
ね
て
手
足
を
の
ば
す 

 
 
 
 
 
 
 
 

折
壁 

西 

民 

 

《
選
者
詠
》 

約
束
を
果
た
し
た
や
う
に
陽
は
昇
り 

春
は
来
に
け
り
野
に
も
山
に
も 
 

佐
保
姫
の
裾
擦
る
音
の
聞
こ
え
来
て 

目
覚
め
む
と
す
る
山
の
ざ
わ
め
き 

五
輪
の
輪
強
く
願
う
は
平
和
だ
ね 

夜
汽
車
過
ぎ
踏
切
ま
る
で
ア
ン
タ
レ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 

折
壁 

昭
和 

小
葉 

 

あ
あ
寒
い
ス
ト
ー
ブ
二
台
火
を
燃
す 

テ
レ
ビ
つ
け
あ
ま
り
の
寒
さ
画
が
で
な
い 

八
十
の
重
い
雪
か
き
あ
あ
し
ん
ど 

 
 
 
 
 
 
 
 

矢
越 

尾
山 

与
太
郎 

 

先
祖
あ
り
元
朝
参
り
子
孫
行
く 

ナ
メ
タ
カ
レ
イ
煮
く
ず
れ
し
た
が
味
は
良
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

津
谷
川 

佐
藤 

可
奈 

 

歯
が
痛
い
又
歯
医
者
か
よ
気
が
重
い 

恋
す
れ
ば
抱
き
た
く
な
る
の
当
た
り
前 

恋
は
芽
生
え
る
も
の
愛
は
育
て
る
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

よ
し
あ
し
を
比
べ
る
間
も
な
く
投
票
日 

ま
い
た
種
寒
波
に
負
け
ず
春
を
ま
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 

折
壁 

走 

男
公 

 

春
近
し
桜
灯
る
日
待
ち
わ
び
る 

り
く
り
ゅ
う
の
よ
う
に
な
り
た
い
我
が
夫
婦 

 
 
 
 
 
 
 
 

矢
越 

舞 

楽
輝 

 

《
選
者
吟
》 

ゲ
ー
ム
カ
フ
ェ
笑
顔
も
弾
け
ウ
ン
い
い
ネ 

ド
ア
開
け
て
春
風
の
中
君
が
立
つ 

頬
伝
う
涙
の
夜
汽
車
窓
は
雪 

矢
越 

加
藤 

光
春 

 

語
ら
い
は
老
い
の
楽
し
み
外
は
雪 

我
が
庭
の
草
取
り
も
せ
ず
雪
が
舞
う 

 
 
 
 
 

折
壁 

小
山 

す
ゑ 

 

形
見
な
る
貝
雛
潮
騒
も
遠
く 

頬
に
受
く
風
の
ぬ
く
も
り
衣
重
し 

折
壁 

佐
藤 

川
古 

 

一
条
の
飛
行
機
雲
や
春
浅
し 

泥
足
で
猫
の
御
帰
宅
春
立
ち
ぬ 

折
壁 

雷 

風 

 

《
選
者
吟
》 

山
裾
に
残
る
静
け
さ
鳥
帰
る 

室
根
地
域
に
お
住
い
の
千
葉
繁
美
さ
ん
が
、
自
身
で
撮
り

た
め
た
室
根
山
の
花
た
ち
を
中
心
と
し
た
写
真
集
「
花
た

ち
」
を
出
版
し
ま
し
た
。 

 

１
冊
２
，
５
０
０
円
で
室
根
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
代

理
販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

博
物
館
周
辺
で
は
、

ま
ち
全
体
で
の
ひ
な

祭
り
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
華
や
か
な
雰
囲

気
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
街
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
飾
ら
れ
た
お
雛

様
を
自
由
に
散
策
し

な
が
ら
見
学
し
、
民
俗

文
化
に
楽
し
く
触
れ

た
移
動
研
修
と
な
り

ま
し
た
。 

短歌 ～佐藤 知男 選～ 

川柳 ～内田 正好 選～ 俳句 ～村上 群青 選～ 

【
優
秀
賞
】 

 

春
迄
の
眠
り
に
つ
き
し
山
畑
を 

 
 
 
 
 
 

師
走
の
風
は
唸
り
渡
り
ぬ 

小
山 

冨
子
（
令
和
六
年 

十
二
月
投
稿
） 

 

【
優
良
賞
】 

 

月
も
な
き
夜
更
け
の
窓
に
ひ
と
り
聴
く 

 
 
 
 

  
 

タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
よ
う
な
雨
音 

涼 
 
 

月
（
令
和
七
年 

五
月
投
稿
） 

 

 

雪
上
に
指
で
な
ぞ
っ
た
文
字
や
絵
が 

 
 
 
 
 
 

消
え
た
と
し
て
も
思
い
は
つ
も
る 

佐
藤 

可
奈
（
令
和
七
年 

一
月
投
稿
） 

 

今
ま
さ
に
蚊
取
線
香
燃
え
尽
き
て 

 
 
 
 
 
 
 

仄
か
な
香
り
薄
闇
に
消
ゆ 

 
 
 
 

雷 
 
 

風
（
令
和
七
年 

八
月
投
稿
） 

 

【
佳 

作
】 

 

母
よ
り
の
譲
り
の
も
の
よ
と
見
栄
き
れ
ど 

 
 
 
 
 
 

太
き
カ
イ
ナ
も
皺
く
ち
ゃ
と
な
る 

 
 
 
 

西 
 
 

民
（
令
和
七
年 

六
月
投
稿
） 

  

学
生
の
頃
学
ん
だ
ド
イ
ツ
語
は 

 
 
 
 
 
 

文
法
む
ず
か
し
く
今
は
懐
か
し
い 

 
 
 
 

加
藤 

光
春
（
令
和
七
年 

三
月
投
稿
） 

【
優
秀
賞
】 

戦
火
か
ら
眼
を
そ
ら
す
ま
じ
こ
ど
も
の
日 

 
 
 

五
日
市 

道
子
（
令
和
七
年 

五
月
投
稿
） 

 

【
優
良
賞
】 

梵
鐘
の
三
打
の
余
韻
花
散
ら
す 

佐
藤 

川
古
（
令
和
七
年 

五
月
投
稿
） 

 

袰
を
引
く
秋
の
祭
り
の
酔
っ
払
い 

 
 
 

加
藤 

光
春
（
令
和
六
年 

十
一
月
投
稿
） 

 

冬
晴
れ
の
空
の
青
さ
や
鳶
の
舞 

 
 
 

雷 
 
 

風
（
令
和
七
年
一
月
投
稿
） 

【
佳 

作
】 

盆
が
去
り
喜
怒
哀
楽
の
日
が
暮
れ
る 

 
 
 

小
山 

す
ゑ
（
令
和
七
年 

八
月
投
稿
） 

 

桟
敷
組
む
祭
り
へ
の
槌
の
音
高
し 

 
 
 

五
日
市 

道
子
（
令
和
六
年 

三
月
投
稿
） 

 

ふ
り
か
え
る
昭
和
の
月
日
春
の
雨 

佐
藤 

川
古
（
令
和
七
年 

四
月
投
稿
） 

【
優
秀
賞
】 

 

夕
空
に
カ
ラ
ス
の
五
線
譜
ド
レ
ミ
レ
ド 

 
 
 

昭
和 

小
葉
（
令
和
六
年 

十
二
月
投
稿
） 

 

【
優
良
賞
】 

 

母
の
居
ぬ
ベ
ッ
ト
片
付
け
ふ
と
涙 

 
 
 

加
藤 

光
春
（
令
和
七
年 
四
月
投
稿
） 

  

蚊
に
刺
さ
れ
ム
ヒ
を
買
っ
た
ら
家
に
あ
る 

 
 
 

佐
藤 

可
奈
（
令
和
七
年 

八
月
投
稿
） 

 
 

 

【
佳 

作
】 

 
 

レ
ス
ト
ラ
ン
孫
の
注
文
鮮
か
さ 

 
 
 

尾
山 

与
太
郎
（
令
和
七
年 

一
月
投
稿
） 

 

「
令
和
７
年
度
む
ろ
ね
文
芸
賞
」
に
選
ば
れ
、
２

月
21
日(

土)

に
室
根
保
健
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第

８
回
室
根
地
域
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会
で
表
彰
さ
れ

た
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
の
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
！ 

※
令
和
６
年
10
月
～
令
和
７
年
９
月
ま
で
投
稿 

遠野まち巡り 

文化にふれる旅 ～13区女性学級～ 

 

地域の話題 

街中に飾られたお雛様が春らしく華やかでした 

貴
重
な
植
物
の
写
真
が
た
く
さ
ん
！ 


